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【１】

日 

 

斎
行
日 

二
月
一
日
（
土
）
午
前
十
時
～ 

※
初
穂
料 

三
千
円 

※
神
事
終
了
後
、
社
殿
に
て
豆
ま
き
を
執
り

行
い
ま
す
。 

※
授
与
品
の
お
渡
し
は
、
午
前
十
時
半
～ 

十
二
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

新年あけましておめでとうございます 

令
和
七
年
の
新
春
を
迎
え
て 

謹
賀
新
年 

謹
ん
で
新
年
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

氏
子
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
富
永
神
社
の
護

持
運
営
、
諸
行
事
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

症
の
み
で
な
く
全
国
各
所
で
の
自
然
災
害
は
大

き
な
爪
痕
を
残
し
、
年
々
脅
威
を
増
し
不
安
を
与

え
て
お
り
ま
す
。 

本
年
が
平
穏
無
事
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
。 

私
共
十
四
名
の
氏
子
総
代
は
、
今
年
も
一
丸
と

な
っ
て
夏
目
宮
司
様
を
し
っ
か
り
と
お
支
え
し
、

創
建
四
百
二
十
二
年
目
を
迎
え
た
伝
統
あ
る
富

永
神
社
の
護
持
運
営
、
諸
行
事
の
円
滑
な
斎
行
に

務
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
氏
子
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
、
ご
多
幸
の
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

氏
子
総
代
会
会
長 

櫻
井
樹 

節

分

祭

の

ご

案

内 
富
永
神
社
宮
司 

夏
目
定
佳 

令
和
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
祝

詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
能
登
半
島
の
震
災
は
じ
め
、
夏
の

猛
暑
日
が
過
去
最
多
に
な
る
な
ど
自
然
災
害

の
脅
威
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
年
で
し
た
が
、

お
陰
様
で
神
社
護
持
運
営
を
は
じ
め
諸
般
の

こ
と
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
無
事
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

神
社
と
し
て
も
未
来
に
希
望
を
抱
き
、
一

層
充
実
さ
せ
る
一
年
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
が
平
穏
無
事
な
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ご
多
幸
と
神
社
へ
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
助

成
を
賜
り
ま
す
よ
う
哀
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 
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※杜だよりへの皆様のご意見、ご提案、記事、写真等のご投稿をお待ちいたしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】

日 

 

【
御
祈
祷
の
受
付
】 

安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
厄
年
祓
い
、
車
両
交
通
安
全
、

結
婚
式
、
金
・
銀
婚
式
、
合
格
祈
願
、
作
業
安
全
等
ご
祈
祷

の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
ご
祈
祷
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
神
社
会
館
受
付
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
電
話
番
号
）
二
二―

一
九
六
九 

（
受
付
時
間
）
月
・
火
・
木
・
金
曜
日 

午
前
九
時
～
十
二
時
・
午
後
一
時
～
三
時 

（
御
祈
祷
料
）
五
千
円
か
ら 

 
 

※
出
張
祭
典
の
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

十
一
月
二
十
五
日
（
月
）

に
収
穫
を
お
祝
い
す
る
新

嘗
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

秋
の
例
祭(

新
嘗
祭

に
い
な
め
さ
い)

を
斎
行 

十
二
月
二
十
五
日
（
水
）
に
半
年
の
罪
や

穢
れ
を
、
人
形
の
形
を
し
た
「
形
代
」
に
遷

し
祓
い
清
め
る
こ
と
で
、
明
日
か
ら
の
生
活

を
清
々
し
い
心
で
過
ご
せ
る
よ
う
お
祈
り

す
る
神
事
「
大
祓
の
式
」
、
続
い
て
一
年
を

締
め
く
く
る
除
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

十
二
月
八
日
（
日
）
に
天
満
天

神
社
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

十
二
月
二
十
五
日
（
水
） 

に
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
敬
神
婦
人
会
、
敬
神
奉

賛
会
の
協
力
を
得
て
大
掃

除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

11/3鳥居様(細川)初参り 

十
二
月
七
日(

土)

に
各
区
氏
子
会
会
長

及
び
氏
子
の
皆
様
、
敬
神
婦
人
会
、
敬
神
奉

賛
会
の
協
力
を
得
て
、
除
草
作
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

 

境
内
が
奇
麗
に
な
り
無
事
に
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第

三

回

除

草

作

業 

初

参

り 

交

通

安

全

祈

願 

11/26松本様(細川) 

12/1宮下様(千郷) 

天
満
天
神
社
例
祭
を
斎
行 

大

掃

除 

一
月
一
日(

水)

十
時
半
よ
り
元
旦
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
天
気
に
恵
ま
れ
多
く
方
が
参
拝
に

来
ら
れ
ま
し
た
。 

大

祓

の

式

・

除

夜

祭 

元

旦

祭

・

年

始

風

景 


